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昭
和　

年
代
以
降
の
高
度
経

30

済
成
長
に
伴
い
、
農
山
漁
村
地

域
か
ら
都
市
地
域
に
向
け
て
若

者
を
中
心
と
し
て
大
き
な
人
口

移
動
が
起
こ
り
、
都
市
地
域
に

お
い
て
は
人
口
の
集
中
に
よ
る

過
密
問
題
が
発
生
す
る
一
方
、

農
山
漁
村
地
域
で
は
住
民
の
減

少
に
よ
り
地
域
社
会
の
基
礎
的

生
活
条
件
の
確
保
に
も
支
障
を

き
た
す
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
過

疎
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
昭

和　

年
に
議
員
立
法
に
よ
り　

45

10

年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
「
過

疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
が

制
定
さ
れ
て
以
来
、
３
次
に
わ

た
り
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、

過
疎
地
域
は
国
庫
負
担
・
補
助

率
の
嵩
上
げ
や
補
助
事
業
の
優

先
採
択
、
過
疎
債
の
充
当
な
ど

の
財
政
上
の
特
別
措
置
を
活
用

し
、
道
路
な
ど
の
交
通
基
盤
、

水
道
、
下
水
道
な
ど
の
生
活
環

境
施
設
、
文
化
教
育
施
設
、
観

光
施
設
な
ど
の
社
会
資
本
の
整

備
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
町
は
昭
和　

年
に
過
疎
市

55

町
村
に
指
定
さ
れ
、
平
成　

年
10

度
か
ら
の
過
去　

年
間
で
は
、

10

約　

億
円
の
過
疎
債
を
活
用
し
、

38
世
田
米
保
育
所
や
学
校
給
食
共

同
調
理
場
な
ど
の
公
共
施
設
の

建
設
の
ほ
か
、
生
活
に
重
要
な

地
域
情
報
基
盤
整
備
や
道
路
整

備
、
簡
易
水
道
整
備
、
下
水
道

整
備
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
に

活
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
の
過
疎
対
策
に
よ
り
生
活

環
境
の
整
備
や
産
業
の
振
興
な

ど
の
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き

ま
し
た
が
、
全
国
的
な
人
口
の

減
少
と
高
齢
化
は
過
疎
地
域
に

お
い
て
顕
著
で
、
集
落
機
能
が

低
下
し
た
小
規
模
・
高
齢
化
集

落
の
増
加
、
医
師
不
足
、
生
活

交
通
問
題
、
耕
作
放
棄
地
の
問

題
な
ど
新
た
な
問
題
が
出
て
き

て
お
り
、
生
活
用
水
、
生
活
物

資
、
交
通
手
段
の
確
保
が
ま
ま

な
ら
な
い
地
域
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　

本
町
で
も
人
口
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
昭
和　

年
30

の
１
万
３
千
１
２
１
人
を
ピ
ー

ク
に
、
平
成　

年
に
は
６
千
８

17
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「いわての過疎に挑むシンポジウム」の様子「いわての過疎に挑むシンポジウム」の様子
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平
成　

年
３
月
末
に
は
「
過

22

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
」
が
失
効
し
ま
す
。

　

そ
の
後
も
引
き
続
き
過
疎
地

域
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う

「
新
た
な
過
疎
法
」の
制
定
を
求

め
る
運
動
が
全
国
各
地
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

４
８
人
に
減
少
し
、
高
齢
化
率

も　

・
５
％
と
超
高
齢
化
社
会

36
を
迎
え
て
お
り
、
全
国
的
な
問

題
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
の
「
産
み
」

「
育
て
」「
守
る
」
を
基
本
に
自

然
と
生
産
の
調
和
の
と
れ
た
循

環
型
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
、

産
業
振
興
と
安
定
的
な
雇
用
拡

大
や
交
通
基
盤
の
整
備
、
集
落

の
維
持
活
性
化
な
ど
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
新
し
い

過
疎
法
の
制
定
が
必
要
と
な
り

ま
す
。　

（３）平成21年2月25日　広報すみた
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町
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　

企
画
調
査
係

　
　
�
　

‐
２
１
１
４

４６

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
３
）

理
事
長
の
５
人
が
登
壇
し
、
過

疎
対
策
や
地
域
活
性
化
な
ど
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
体
験
観
光
交
流

を
行
っ
て
い
る
田
野
畑
村
の
佐

藤
副
理
事
長
は
「
地
域
住
民
を

巻
き
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
や
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
を
行

い
『
田
野
畑
体
験
型
観
光
』
に

力
を
い
れ
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
」
こ
と
を

話
し
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
活

動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
の
立
場
か
ら
多

田
町
長
は
「
住
田
で
は
過
去　
10

年
間
で
約　

億
円
の
過
疎
債
を

38

活
用
し
、
道
路
や
簡
易
水
道
、

地
域
情
報
基
盤
整
備
な
ど
行
っ

て
き
た
。
地
域
の
活
力
が
低
下

す
る
現
状
で
の
町
づ
く
り
に
は
、

新
し
い
過
疎
法
が
必
要
だ
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

政
府
の
意
見
と
し
て
佐
藤
室

　

総
務
省
過
疎
問
題
懇
談
会
座

長
の
宮
口　

と
し

   
 

廸 
早
稲
田
大
学
教

み
ち

授
が
「
時
代
に
対
応
し
た
ふ
る

さ
と
づ
く
り
と
新
た
な
過
疎
対

策
」
と
題
し
基
調
講
演
を
行
い
、
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こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

が
平
成　

年
３
月
末
で
失
効
す

22

る
こ
と
か
ら
、
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
県
内　

市
町
村

17

の
関
係
者
な
ど
約
４
３
０
人
が

集
ま
り
、
本
町
か
ら
は
約　

人
80

�
�
�
�
�

「
過
疎
地
域
が
生
ま
れ
る
の
は

市
場
原
理
の
流
れ
の
中
で
必
然

だ
が
、
広
大
な
面
積
を
持
つ
過

疎
地
域
に
は
自
然
と
蓄
積
さ
れ

た
人
の
生
き
る
技
が
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
場
所
に
住
む
一
人
一

人
が
強
い
存
在
で
あ
り
都
市
と

は
違
う
も
の
を
持
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
限
界
は
な
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

組
合
の
高
橋
キ
シ
前
代
表
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村
た
の
は
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
佐
藤
辰
男
副
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第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
総
務
省
自

治
行
政
局
の
佐
藤
啓
太
郎
過
疎

対
策
室
長
、
多
田
欣
一
町
長
、

遠
野
早
池
峰
ふ
る
さ
と
学
校
運

営
委
員
会
の
江
川
幸
男
委
員
長
、

八
幡
平
市
松
ち
ゃ
ん
市
場
販
売

が
参
加
し
、
過
去　

年
間
に
わ

40

た
り
講
じ
ら
れ
て
き
た
過
疎
対

策
の
意
義
と
必
要
性
や
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
岩
手
県
過
疎
地
域
自
立
促

進
協
議
会
（
多
田
欣
一
会
長
）

な
ど
が
主
催
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
は
こ
れ
ま
で
の
過
疎
対
策
を

説
明
し
「
水
道
や
道
路
の
基
礎

社
会
資
本
整
備
か
ら
情
報
通
信

基
盤
整
備
な
ど
へ
使
用
用
途
が

変
わ
っ
て
き
た
。
新
過
疎
法
へ

の
要
望
は
強
く
、
政
府
と
し
て

も
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

財
政
支
援
だ
け
で
な
く
、
集
落

支
援
員
の
配
置
な
ど
ハ
ー
ド
か

ら
ソ
フ
ト
へ
の
転
換
の
提
言
も

あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

４
月　

日
に
は
岩
手
県
民
会

21

館
に
お
い
て
、
新
過
疎
法
制
定

に
向
け
「
い
わ
て
の
過
疎
に
挑

む
総
決
起
大
会
」
を
開
催
し
、

意
見
陳
述
や
大
会
決
議
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
大
会
で
採
択
さ
れ
た

決
議
の
実
現
を
期
す
る
た
め
、

国
会
な
ど
へ
の
要
請
活
動
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２
月　

日
、
遠
野
市
の
あ
え

16

り
あ
遠
野
で
「
い
わ
て
の
過
疎

に
挑
む
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
３
日
、
岩
手
県
市

12

長
会
や
岩
手
県
町
村
会
、
岩
手

過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
で

は
、
県
知
事
に
対
し
「
過
疎
対

「
新
過
疎
法
制
定
に
向
け
て
の

推
進
会
議
」
を
開
催
し
、「
い

わ
て
の
過
疎
に
挑
む
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
実
行
委
員
会
」
の
設
置

を
決
定
し
ま
し
た
。　

策
等
の
推
進
に
関
す
る
提
言

書
」
を
提
出
し
、
関
係
機
関
が

一
体
と
な
っ
た
推
進
を
提
言
し

ま
し
た
。

　

１
月　

日
に
は
県
内　

過
疎

23

17

市
町
村
や
岩
手
県
市
長
会
、
岩

手
県
町
村
会
が
一
堂
に
会
し
て
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多くの参加者が来場
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